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無声映画の映写速度：日本の場合（下） 入江良郎
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映写速度について

浅草帝国館：1921（大正10）年

　いまの天皇陛ド［昭和天皇］が皇太子

のときで、その御渡欧映画がヒ映された

とき〈八月一二十七Hより〉殿1ぐがロンドンの

無名戦士の墓に花環をあげる場面がある

のですが、夕方で暗いので撮影がコマお

としになつている。私はその部分だけゆつ

くり廻そう〈その頃の映写器は手廻しだつ

た〉と思つていると、斉藤さん［帝国館の

支配人ユが技L室に来て、もつとアオレ

〈早くやれ〉という。［中略］とにかくアオレと

いうから、コマおとしの場面を普通に廻転

したら、殿ドの動きがチヨコチヨコしてしま

つた。すると見物の一人が“馬鹿野郎”と

ll上鳴つた。てつきり技1：場が吐鳴られた

と思つていると、臨検の警官がその客を

ふんつかまえた。お客は技Lに注恵した

んだという。そこで私が警察へ呼ばれて、

さんざん脅かされ、始末書を・本とられ

ました。1

＊［］内は引川者の補足以ドの引用文も同様．

　無声映画の映写速度は、そもそも公開当時

においてはどのように決定されていたのだろう

か。浅草帝国館の映写技師だった青木虎清

は、《不適切な》クランクの結果生じたアクシデ

ントを上記のように綴っている。ここには、当時

の映写技師や観客が無声映画の《チョコマカ

した》動きに違和感をll昌え、かつそのヒ映に際

しても細心の注意が払われた様子が示されて

いるが、「L室に關するフヰルムを謹潟する際

は、成る可く同縛を遅加減にすることである」2と

の注意は映写に関するハンドブックにも明記さ

れていたほどであり、むしろ無声映両のヒ映に

ついて語り継がれてきたのは、圧倒的にキャメ

ラ・スピードの“無視”に関するエピソードの方

なのである。

　明治末期に刊行された我が国最初期の映

画雑誌『活動窺眞界』では、既にクランクの強

弱による《映写上の効果》が議論されている。

江田不識「活動鴬眞の映鴬法」：1910

（明治43）年

　警へば今弦に身投のある潟眞を爲す

に方りて、橋のEでは今死ぬると云ふ思

ひ入れ故ちよこちよこ走りに歩んで來てド

ブンと飛込んでは眞に遍らぬ身を投るま

では思案の有る艘ゆゑ、静かに廻して思

ひ人れをさせ、イザ飛び込む段になつて

急に早く廻し、若しも助け人でも來る時分

は又其庖に加減を計つて飛んで來る様に

早く廻轄させねば情が移らぬ、［中略］滑

稽潟眞で大勢で追かけ走る物などユツた

り廻されてはトント油が乗らぬ、又悲劇も

のなどは早く廻して仕舞ては爲眞の人が

泣いて居るやら刎るやら少しも情が起らぬ

事になる。景色ものでも急流怒濤など寓

るのに静かに同轄されては凄味が無い、

日本演劇など寓す時は初めから終りまで、

或は早く、或は遅く廻して物にする場合が

多い、立廻りなど遅く同轄されては役者が

鈍物に見えるので早く廻し景色でも見て

藁詞を言ふて居る庭や使の者など一寸

來り輪廓へ這人て、何か一言いふたと思

へば、直ちに輪郭外へ飛んで出て消へ

て仕舞ふては芝居が宛然魔術に見へる

ゆゑ、篤眞の人の學動を見て遅速を考

へ、ハンドルを廻はす、六ケしく言へば・

本の潟眞々々の人の動き方を計つて、ハ

ンドル回縛の緩急遅速を考へて寓すの

が技師の責任である。3

　また、先行する諸芸能から語りものの伝統を

継承したn本映画の特徴として挙げられるべ

きは、キュー・シートに代わり、弁1：（映画説明

者）たちが映写速度を掌握していたという事情

である。田巾純一郎は大正期最大の人気を誇

った声色弁1：、十屋松濤のパフォーマンスに

ついて次のように記している。

浅草金龍館：開館は1911（明治44）年

　十屋はもとより学識はなく、ただの声色

渡1itの芸人だったから、映lllllと舞台の区

別を弁えるわけではなく、どんな内容の映

画でもことごとく自己流に説明し、場面転

換の早いのを嫌って、場面で声色を

長々と喋れるのを好み、時には映写回転

の速度を落とさせ、たっぷりと・席を弁じ、

終りには必ずお得意の船唄をひとくさり吟

じる、という風だった。客もまた活動写真

に出る俳優よりも十屋の声色に期待を持

ち、さらに船唄を必ず・つ添えなければ

承知しなかった。4

　弘前慈善館の映写技師だった一’戸清も、こ

のような弁士のイニシアチブに別の角度から言

及している。

弘前慈善館：1920（大正9）年頃

　無声映画時代は、弁士との呼吸合せ

が一番大切でした。［中略ユ義太夫ものは

パタパタ（ゆっくり回す）回転でした。手ま

わしの頃は、一分間で90回転が｝・均でし

た。説明者によっては、ゆっくり回すところ

と速く回すところがあり、これが呼吸合せと

いうのです。5

＊太字による強調は引用者による。以ドの引用文も同様

　・戸が言う「呼吸合せ」については、映写技

師が蓄音機用のラッパに接続されたゴム管を

たよりに説明の進行に神経を傾注していた6と

も、あるいは演台と映写室とを結ぶベルを通し

て、速度の緩急を指示する弁士からのサイン

が絶え間なく送られていた7とも言われている

が、語りもののジャンルに対応した経験的な規

範（義太夫ものの「パタパタ回転」）が示されて

いるのも興味深い。・一方、これらとは逆に映写

技師が主導権を握っていたケースを示す証言

も残されており、弁士と映写技師のあいだには

喧嘩が絶えなかったと言われている。徳川夢

声は、福原霊川の芸名で初舞台を踏んだll

を次のようにIL旦1想している。

第二福宝館：1913（大正2）年

　［前略］白分が親客である場合は、説

明の言葉につれて書面が動くやうな氣が

するものであるが（巧い説明ほどさうだ）、

これは大蛸畳であつた。説明者が、いか

に感情をこめて喋らうとも、フイルムは機械

の1司輔につれて、至極物理的に素氣なく

動くのである。（物理的に動くと云つても、

そのll寺代はモーターで廻すのでなく、手

廻しであつたのだから、多分に技1君の

感情が加味される場合がある。技士が辮

士と喧嘩でもすると、わざと速く廻したり、

ゆつくり廻したりして辮ヒを困らせる場合も

ある講だ。）ところで、その晩のナカセツで

あるが、人失敗であった。結びの文句を

云ひきらないうちに、寓眞はさつさと流れ

て、私を説明亭に残したま・、場内はパッ
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連載

と也氣かついて了つたのである8

　なお、人止期の常設飢における映写速度に

ついては、’1］1時の映1山1雑lpξの中にいくつかの

興味次い記録か残されている（各“己録人尾の

映写速度はフリントの長さと1映分放から割り

出される数舶）。

オテオン座1913（大正2）年

瑞西ヘルニナ鐵道沿線The　Bernlna
Rallway（アムフロシオ）【四〇九1沢　映宮

九分】……12118fps

保護者の地位Tweedledum’s　Mother（ア

ムプロシオ）【／1L八映映冨1二分】

・・・…　11856　fps

一片の赤心ABIack　Consplracy（ケー、ヒ

ー）【　　○　り↓映九四lL分】・・…’

12487　fps

これたナ？1（私はとうして結婚したか？）

How　l　Got　Marned（アムプロジオ）【八C

lりこ1映プ膓　1／Sフ♪】・・一・・11　881　　fps

確に貿ひの寸法Pussy　Forget　Hls
Measure（コメツト）【ノL∫∫　り↓　映ゲ51　：

う♪】・…　－11　302　fps

見知らぬ顔The　Wllde　Gaudlan（アムフロ

シオ）【．一六八［沢映矧ノL川11分】……

12847　fps9

オテオン座1914（大正3）年

婿がねThe　Betrothed（アンブロジオ）【六

匹「八唄】

第　巻、第，巻　111分

第‘巻、第四巻四十分

第1∫巻、第八巻　　1∫正分

・・・…　137344fpslo

　’1守時の日本映画の1最影速度を思わせるこ

れらの数値（11～13fps）か、大際にはL映フィ

ルム（外国映画）のキャメラ・スピードととのよう

な関係を結んでいたのか、また巻がわりのフィ

ルムのかけ替えや前説などの当時の1貫習11か

1㍉1己の分数にとう反映されているのかは不明

てあるか、｝1田不識の前掲論文は同時期の

映写速度の水4∫に次のように百及している。

　先づ千尺の窮眞大速力の同轄て十六

分以上ゆつくり廻はして二十八分以内甲

は人れ以1に廻はせは易眞か傷む乙は

育余り静かに廻樽せはシヤツタか見へて見

苫し・フイルム撮影il；‘1時の緩急遅速もあ

り、［後略］12

　1，000尺のフィルムを16分て映？∫した場合の

速度は約16566fps、28分の場合は約
9466fpsに川’liする。そしてさらに興味次い

もう　つの例は「何庭へ行く」（「クォ・ウァチ

ス」）を1映したケーテ性、ド1楽押、lllu飢の映

写時間を比較したデークてある

ゲーテ座／喜楽座1913（大正2）年

　　何虚へ行く“Quo　Vadls”シネス【六巻八丁

　　唄】

　　1小り＾セθ）1映膓511寺1呂］⊥ヒ中父づ～く13

　　　第　巻4｝　巻寡、　在η、1几1巻第／1益痴ノ、巻

ケーテ1Ψ　　1分ll六分　　1分　　1　フアll　分　l　ll分

，架1Ψ　四1分lllノ、フ↑ll卜L分川　分ll八分ll　分

　映’∫∫11寺間の合〔llはケーテ1Ψ＝155分（中純

1，卜3）ては映？《速皮は13763fps）、喜楽座＝

206分（1・1様に10355fps）て、そのノ『はほほ

50分にも及んているのてある。そこにはどのよう

な要囚か介rlしていただろうか、

　人森（柴田）勝の回想は、興そコ者たちによる

スケジュール管理かとりわけ我か川ては過激

な発達を遂げたことを小している。彼らは映写

速度を調節することて、－llの興そJllll数（興

行　回あたりの所川時問）を自イ1に変史して

いたのてある。

浅草大勝館大正期

　おIL月なんかたと、映写を速くしないと

お客をどんとん、人れ替え出Xないてし

ょう。浅草の人勝館なんか　日に　　回

もやったですよ．［中略］たから、・川は

1f二分ぐらいてすね。その頃は奔木やる

んです、時代劇と現代劇ね。幾ら1、りいの

ても一本か一’○分ということはないですか

らね。普通に回せばね。それを映写技帥

が速く回す．そうするとチョコチョコして、と

ても見られたものじゃないてすけどね、て

も、お止月のお客というのは何とも亘わな

いて、人ってドーッと出ちゃうわけです。ま

あ人変な時代てしたね。14

　大森によれは、IL月　箇日に　度見た映

画か’｝1日には全く異なって見えたという。こうし

た習慣は昭和期に人ってからも（そして無戸↓1映

lllllの最人期まで）広く我か川の1映画興行を支

配し続け、トーキーへの移Z」か木格化しつっ

あった1931（昭不ll6）｛1には、興Z」物取絢規則

の改正に眉丁した警視月保安課か映写速度

に制限を設ける意向を通達するという事態に及

ふこととなった。

東京市内外の映画館1931（昭和6）年

　保’女當局の1凋介研究によれば、サイレ

ント・フィルムは一分間に二十四米、トー

キー・フィルムは、同しくll八米を∫甲想と

す、巾1して、　川の興そ］時間匹Ul与間∫I

T四百八1ふ米といふ、從來の興行規則

を踏襲して、之れにイ1の∫甲想廻轄数を制

定しやうといふのてある．然るにU卜、東

京巾内外の映書館に於いて、實際にZl

はれつ・あるフィルム映乃速度なるものは、

一 分間最小廿二米より最大三十五米迄

であつて、友草とll」内館、封切郎と第一

1允、　ゴ充薗｛勺の1昌Jには、1こ1ら‘lt’hl」の川）丘

かあつて、その廻帖速度は殆んと　止し

てゐないb
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「キ不マ旬報」No　39］（1931年2月U日）に掲載された速度

の比較表

　　分間「ll　米」は約19fpsに川’1］し、また

「・1／1米」は約31fps（！）にも及．ふ．これにより

’1’ll31口1（7）り1UZ」カ・ll‖～～乙ミllには5～6｜日1に上曽

加し、その結果「歩いてゐる映1！｝が⊥つてゐる

やうに見え、タイトルなとも冗全に。貞了出來な

いやうな状態」すら見られたという1〔・、

　この極端なクランクの同速化は、’1］1日常設

飢のあいだて過熱していた番細のL尺化を背

；、｛としている。ちなみに『活動之ll堺」は、1918

（人LL7）fl’li時の1一な興f」形態を3つに分頬

して紹介している17それによれは、甲は3時

問て12巻（12，000フィート）を1映（「淺1∵｜の↑1］

國如、貝他の巾1勾に於けるH81及∬1｝は此のノ」法

に依つてゐる．番細は人情劇11谷物を1とし、

活劇一谷物か或は連紬拷眞1川谷、ト㌧；劇物

㊨、質易物・谷てある」18）、乙は4時間て16

巻（16，000フィート）をB映し（「之れは淺～1’1の

ll本物の魚1から市1ノ」に於ける常1没餌の911賭」

法て、巾内の如きは、折派か或は牝派0）各れ

かを1として、之れに1’r物の11谷物を1場し、

1㌧｝劇風｝、｛物の数谷をト場する」）、内の興f」

時間は5～6時間にも及んている（「地力乃十

人阪の如き常設館に至ると、新派　本、鱈派

　イ＼、と）上と『貞力㊨或1よlY‡勿11谷、∫リ丁11胃　．ノ＼

拷眞を以つてフログラムとする」）19、先の引川

又中にある巻放ll」1」限（＝5，480m。1，己事によっ

ては5，500m）は、『キネマ週報』によれは1925

（人IL14）η10月に竺視月令によって止められ

たものてあったが、興fレ呂たちは　興行につ

き最人4時1昌jという杁〔来からの取編法｜の制

約20にもかかわらす・本ても多くの番組をフロ

グラムに加えるへく疏って過密な番組編成を押

し進めたため、フリントの数川は各劇場とも

軽々と1限に辻していたと1了われる21．

　竺視月の取り都まりの動機には、「映写速皮

が撮影速度に　致せる」トーキーの埠場も人き

く影智していたようにも思われ、また鋼介の過

Uては松竹キネマ‘ln川撮影所における撮影速

度「［　分間に］十六一十八［米］」（約14～16

fps）も参照されたと目われるか22、ここて「⊥lll想

廻転放」とされる「分間に　川几1米」すなわ

ち約21fpsは、5，4801n（あるいは5，500m）を4時

川内に消化しようとする場介の《最も近い》映写
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速度＝約20fPsに近い23。

　当時の雑誌記事からは、実際にこの年の止

月以降、浅草興行組合を対象とする試験的な

取り締まりが数次にわたって実施され、興行中

請書への映写速度の記入やヒ映時間表の掲

示が義務づけられたほか24、警視庁が主張す

る1分間24mと業界側が譲歩案として提示する

1分間32m（約28fpsに相当）を実地に比較する

試写も行なわれ、その都度関係者たちの注目

を集めていることが判るが、これらの動きに対

する当時の評価を知ることは、実は容易ではな

い。大日本活動写真協会からは警視庁の改

正案を是認する意見書が提出されたことが伝

えられてはいるものの、例えば、スピーディな

映写は既に市民権を得たもので、とりわけ浅草

など都会の映画鑑賞法として定着しているとい

う興行サイドの意見や、撮影速度の倍速にも

及んだ興行時の速度をむしろ表現上の必須

条件としてオーソライズする製作サイドー松

竹蒲出撮影所内からの声明に対して、ジャー

ナリズムの論調さえもが（折りからの不況で深

刻化していた映画人口の減少や警視庁が示

す強行策への反発を配慮したためか）極めて

慎重なものにとどまっているのである。『キネマ

旬報』は「本来の理想論から伝へば、如何なる

フィルムも撮影時の速度と同じ速度で映潟さ

れるべき」であると前置きしつつも、「特別の条

件下にある増幅」を付加することを提案してい

るほどである25。

映写速度制限に対する浅草興行組合常

設館主の見解

　正月興行の如き、標準廻轄二十四米

として、一回の映潟時間四時間とし、日に

三回興行を實施してゐたならば、ファンは

承知をしない。お客の心理は、平日はとも

角も日曜祭日の如きは、一一日で二館或は

三館を見る可く豫定して淺草に集つて來

る。早く観て早く出たいが本心で、それ等

の日は映潟速度に封しては、好感を持た

れるのが普通で決して不平等は聞かな

い。例へそれが四同五同の興行であつ

ても、観客に封してはむしろ便宜で、常

設館としては不快の念を與へたことは毛

頭ない。現在の如く線べてのものが、スピ

ー ド化されスピードを要求されてゐる時代

に於て合理的である。26

映写速度制限に対する松竹蒲田撮影所

の見解

　十六乃至十八の撮影速度は三十乃至

三十二の映潟速度を前提として撮影され

てゐるもので、當局の制限は演出効果を

知らざる誤謬である。27

　ちなみに、実地検分で取りヒげられたフィル

ムは「赤穂浪士・番槍」（右太プロ、1931年、

白井戦太郎監督、松井鴻撮影）と「一九三一

年［活オンパレード」（日活太秦、1930F、

阿部豊監腎、横田達之撮影）それぞれの最終
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ロールで、分速32m（約28fps）での映写結果

については、「かなり人物動作等が普通以L

に速く映写に無理があるといふことが立証され

た」28（『キネマ旬報』）とも、あるいは前者の作

品にっいては「タイトルを請むには、さして困難

は感じられないが、立廻り等は多少早過ぎて

目まぐるしき感なきにあらずであつた」が後者に

ついては「元來スピードのある物のせいか、左

程早過ぎる感じがなかつた」29（『キネマ週

報』）とも、伝えられている。

　結局のところ、1933（昭和8）年5月にようやく

実施をみた新規則の内容は大幅に緩和された

ものとなり、下記の通り上映プリントの数量制限

を明文化したほかは、上映時間表の掲示を義

務づけるにとどまっている。

興行場及興行取締規則警視庁令：昭和

八年改正

第五十八條ノニ　活動潟眞興行二於テ

ハー興行ノ上映「フヰルム」ノ長サバ無聲

版ハ五千七百五十米、畿聲版ハ六千米

ヲ超ユルコトヲ得ズ但シ特別ノ事由アル

場合所轄警察官署ノ認可ヲ受ケタルトキ

ハ此ノ限二在ラズ30

第六十二條ノ八　切符責場及各階客席

部看易キ場所二上映時間表ヲ掲出スル

コト31

　フィルムの数量は5，480m（あるいは5，500m）

から5，750mに引き上げられているが、興行時

間（4時間）とフィルムの数量をともに最大限に

用いた場合の映写速度はほぼ21加sである。こ

の結果からも制限に対する抵抗の強さがうか

がわれるが、既にこの時点では国内常設館に

おけるトーキーへの設備投資が決定的なもの

になっていたのである（国内のトーキー再生装

置の普及状況は『國際映書年鑑（昭和九年

版）』によれば、1931［昭和6］年末の92館から

1932［昭和7］年末の400館、1933［昭和8］年

末には600館へと増加を示している32）。

　さて、ここまでのところから明らかなことは、地

域や映画館によって（場合によっては同一の映

画館においてすら）映写速度には大きなばらつ

きがあり、（後期無声映画に関する限り）どちら

かといえばクランクを速める傾向にあったという

ことである。そこで問題となるのは、30～32m

での映写を必須とする興行サイドや製作サイド

（松竹蒲田）の見解が営利に基づく逃げrll：

であったとしても、このばらつきの巾で《（平日

など）より一一般的に用いられていた》速度あるい

は《より良心的と考えられていた》速度はどこま

でキャメラ・スピードに接近し得たのか、という

点である。既に見たように、警視庁が掲げる

21fpsはもとより東京市内外における映写速度

の最小値19fpsも、参照されたキャメラ・スピー

ド（松竹蒲田が提示する14～16fps）よりも速い

のである。ここから判断する限り、（ケヴィン・ブ

ラウンロウの論文に見られるように）どんなに遅

い場合でも「撮影された速度よりも、常にほん

の少しだけ速い速度で映写されていた」ことに

なるだろう。

　この時期の映写速度が16fpsよりも速いもの

になっていたことは、他のいくつかの資料によっ

ても示唆されている。

錦山教正『映窯技師教科書』（日刊工業

新聞社、1938年）

　無聲映墨は1秒、16餉の速度即ち16

餉は丁度1唄となるので、1秒1唄、或は1
　　しマ　シリ

分間90吹の速さで回轄するのを標準にし

て居る。然し實際上には無聲映董でも1

秒18～20齢に回轄させることがある。33

文明館（千日前）：1933（昭和8）年頃

　［前略］弁士の説明に合わせラヴシー

ンや悲劇はユックリ、活劇や追つかけは

ハヤク回します。大体平均して、一・回転

八駒位の遅い速度でハンドルを操りまし

た。昭和八年五月一日からは技師も認可

制度となり、映写速度も無戸映画一分間

昭和大年二月十三日 キ　　ネ　▼　組　　報 館団＋入曽（鍋）
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口・四米、発声映lllli一分間一□’L米、

標準川転速度九〇と規定されましたが、

このころは平均一分間七〇一八〇駒（マ

マ）の速度でハンドルを回しました。34

　「・回転八駒位の遅い速度」との記述は理

解し難く、また「・分間七〇一八〇駒」とあるの

も「・分間LO一八〇唄」の誤植と思われる

が、その場合の映写速度はやはり18．666＿fps

～ 21．333＿fpsとなる。

　もっとも・方では、なおも撮影速度と映写速

度の一・致を㌃三張する手引き等が残されている

し、実際に21fpsよりもずっと遅い速度を．｝二限と

する規則も存在していた。これは当時興行物

の取り締まりが全国で統・されていたわけでは

なく各都市毎の運用に委ねられていたことによ

るもので、なかには大阪府のように早くから映

写速度そのものへの制限を明記していたケー

スも見ることができる。

大阪府観物場遊覧所取締規則：大正十

年一月十三日大阪府令第七号改正

第二十一條ノニ三号　「フヰルム」バー

分間六十択［16fps］以上同轄セサルコト35

　同様の規則は奈良県でも実施されていたよ

うであり36、柳井義男『活動潟真の保護と取

締』（有斐閣、1929年）には「警視聴は五千四

百九十米迄を原則とし、近畿の数府縣は大髄

四丁・六百米迄を限度となしてゐる。［中略］通

常は～4通の廻轄速度（一秒一唄［16fps］除）を

以って、1：記一興行時間に上映し得る長さを

測定し、之を標準としてゐる様である」と書か

れている37。

　これらの規則がどの程度実行トの効力を発

揮していたのかという疑問はともかく、前号で

見たように無声映画末期の撮影速度がトーキ

ー・ スピードに近いものになっていたとすると、

各地域の規則が時代遅れになっていたことも

考えられるだろう。しかしそうだとすれば松竹の

言う「14～16fps」そのものもまた現実からかけ

離れていたはずである。

　やはり1929年に日活から発表され抱↑、設館

経営の手引きでは（松竹の場合とは逆に）キャ

メラ・スピードを尊重する呈場がとられている。

日本活動鴬眞株式會社研究部「常設館

経螢十二講第七講上映部」：1929（昭和

4）年

　映篤慕の．ヒに禰足な無班！のない効果

を齎す爲には映篇機は元々場面が撮影

された時の撮影機のそれと同．速度で回

轄されなければならぬ。［中略］兎に角正

確な速度計は映潟室になくてはならぬも

のである。この速度計は主として構造の簡

甲な磁針器より成り映霜機に依つて運轄

され映潟機の速度に臆じて琶厭琶を起

し、電氣メーターと聯結されて・分間幾

1’1沢、fn∫TJりこにf可1‘う了といつ、やうに目盛

を指示するのである．38

　ところで1司じ文害は、試写室で（速度計を川

いつつ）映写速度が決定されるプロセスにも言

及しているが、そこで当時の典型的な速度とし

て挙げられているのは1分間90フィート、すなわ

ち24fpsなのである。

　フヰルムの速度若くはlr』轄時間はその

フヰルムが試爲室でド見を行はれる時に

定められる。その時に各フヰルムの回轄

時間に關して技師が速度計に現はれた

通りの記録を作製する、この表は嚴格に

固守すべきものである。何故なれば音樂

はヒ映のフヰルムに合はしてあるから、少

しでも速度を愛へれば折角合はせた伴

奏の調子が狂ふからである。樂長若くは

製作者が特別の指圓をなしてゐる場合を

除き映書は普通一分間九十択の速度に

調節されてゐる。一旦回轄時間が試寓

室で確定されたなら常設館で」二映の時

に之が愛更は許されない。39

　蹄山教II三、交野宗・『映画講座4活動爲眞

映鳥法』（日本教材映画、1932年）には、当時

「新型シムプレックス、エルネマンー二號型、

AEG等」に装備されていた速度計についての

説明を見ることができるが、それによれば、明

示された基準はいずれの場合も「標準廻轄数

の16と、トーキー標準廻轄敷の24」であったの

にもかかわらず……である。40

　どの資料も当時のキャメラ・スピードの傾向

に直接的な言及はしていないものの、これはフ

ィルム・アーカイヴが本来のキャメラ・スピード

を忠実に再現すべきなのか、あるいは観客た

ちが実際に体験した公開時の形態を（ときにそ

れが製作者たちの意に反したものであろうと）

復元するべきなのか、というにわかには解決し

難い問題の核心に触れる部分でもあり、そうし

た意味ではサウンド版作品の中に（作り手と観

客がともに認める）無声映画特有の様式化さ

れた運動が《固定》されているという仮説は十

分に検討に値するものだろう41。なお、1941年

に書かれたアマチュア映画（当時はまだ無声

映1曲1を主力としていた）のハンドブックには次の

ような、興味深い観察も見ることができる。

武井守成r小型映書』（第一書房、1941

年）

　或コンテストの披露映潟會に、私の映

書は二十餉撮影のものであつたが、他の

幾本かのト六餉撮影の映書に互して何

等異様な感じを與えなかつた。而も私は

注意して居たのであるが私の映議の映潟

に”つて特に速度の愛更をした事實はな

かつた。それには又理由がある。即ち映

窺は大抵の場合卜六餉より梢〃早く十八

九齢から時として二十一二の齢数で行は

れて居る。之は現實と映豊とでは見る人

の感貸に1時間的（速度的）に相違を來す

からであり、っまり現實に於ける環境、音

響、温度、感鯛等々の事象が、映誓に於

て甚だしく制限されるために、現實に於け

る速度は映画に於て緩徐に感ぜられるの

を常とするからである。［中略］二十餉撮

影が十六駒のそれよりも動きは自然に、ブ

リッカーも滅ぜられる結果、一卜六駒映潟を

行つた時に感ずる様な「間延びの動き」は

極めて希薄と成るのであつて、從つて一二

卜駒撮影の映書を二十三四餉に迄引上

げて映潟する必要はなく、精々ニー1一二

餉に引上げれば濟むので、假に映潟會

に十九駒乃至二．卜駒で映潟されて居る

時に、二十鶴撮影の映書が一本加はつ

ても、急激に速度を高めなけれぼならぬ

必要には迫られないのである。42

　もちろん、ここに取りヒげた様々な記述や発

言はあまりにも断片的かっランダムなものであ

り、無声映画の封切り当時の姿を《想像》して

みるというにもト分とは言い難い。今後の研究

はこうした欠落を徐々に埋めてゆくかも知れな

いが、些細な発見が我々の（現段階での）イメ

ー ジを突き崩してしまう可能性もあり得るだろ
う
。

　そして、様々な留保や恣意的な判断は実際

のプログラミングに際してもつきまとっている。

例えば伴奏や説明を奪われた無声映画、とり

わけそうした外部からの語りに依存する度合い

の高い初期映画の一ヒ映では、映写速度をキャ

メラ・スピードに近づけることは、ときにその鑑賞

を苦痛なものにしてしまうことにもなりかねない。

また過去の技術環境を再現するという意味に

おいても、なおも課題は残されている一その

最たるものは可変速映写に伴うフリッカーに関

するもので、16fpsに滅速された映写でブリッカ

ーを取り除くには、3枚羽のシャッターを用いて

24fps映写（2枚羽シャッター）の場合と同様に1

秒間に48回映写光を遮る必要があると言われ

ているが43、シャッターがレンズの前方にあっ

た初期の映写機とは異なり、構造がより複雑化

している現在の映写機ではシャッターの交換は

容易ではないのである。《自然な動き》を《画面

の美しさ》と引き換えにすることになれば、それ

ほど本来の目的から逸脱した行為も無いの

で、事実いくっかのフィルムでは映写速度を若

干速めに指定して落ち着いたケースもある。

　最後にもう一つの素朴な疑問を提示してお

きたい。16fpsと1∬び無声映画の《標準速度》と

して親しまれている18fpsは、果たしてどのよう

に現れたのだろうか。

　1日フィルムセンターや爪都府京都文化博物

館のようなフィルム・アーカイヴ、あるいは各地

の映画廷の無声映画ヒ映等でも18fpsは広く

用いられてきたところであり44、いまやこのことは

後期無声映画の1：映に関しては好都合でさえ

あったと思われるが、（実行一Lはともかく）18fps

を《標準》とする発言は当の無声映両時代には

見られないし、あるアマチュア映画のハンドブ

ックには、映画（機材）の「速度の標準は從來

四の倍敷をとつて八、卜二、卜六、：十四、

14　　NK　NEWSUπ服



二1－、六1一四、百ニート八、と云ふ様にきめ

られてゐる。それはシャッターの開度や露出絞

りを決定する上に便利だからである」45と書か

れている。

　わずかに判明している規格の変史は小型映

両の分野に起ったものて、1960’f代中期に相

次いで発表された8mm映両の新システム、イ

ー ストマン・コダックの「スーパー8」（日本には

65年12月に人荷）と富」：フィルムの「シングルー

8」（同年4月に発売開始）か、ともに従来（「レ

ギュラー8」）の16fpsに替わる新たな標準スピ

ー ドとして18fpsを採用した、というものである

か、これはフリッカーの抑制と磁気録音での音

質の向上を意図したものとされている。以後、

映写機の切り換えスイッチにも「24如s／18fPs」

という馴染み深い表示が定着していくことになる

か、もちろんここまでの経緯は無声映画とは直

接関係の無いことである。さらに調査を要する

のは、なぜか16mm映写機の速度選択でも

16fpsから18fpsへの転換が図られたという点

である。1970年に出版されたアマチュア映画

のハンドブックでは、メーカーによって24fps／

16fpsを採用しているケースと24fps／18fpsを

採用しているケースとが確認される一ベル＆

ハウエルの場合、7302型では16fps、7658型

では181Psの映写が可能で、それらはともに「サ

イレントスピード」とうたわれているのてある46。
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　、耗日本の祈動向並にその使命1ては7｛）5館（総数1460負ll

　に刈して）とある。

33　「‘iL㌣188∫1

34　ノ］く7ミト加戊「川｝と↓＄1命ノく「

35　各務1巴ノ」『rl陥動3↓眞（7）1て際／1』鼓］（ノ、1～易〆こケ、　1929f▲）372

　貝より．

36「小國興行取編規フL及興f］祝　党」『ll本映ぶ」1米総覧

　昭和　fl版。（ll・1際ll央ld｜｜通f”「1、1926イDを参賂

3711rl　l1908∬「日・Wl央ぷi↓某継1覧，（P1際‖リミIlhl通lrl71）て

　は、以トのような興行時間と数11f制限のヴァリエーノヨンを

　見ることかてきる（［］内は’」えられた数値を几に巾純、，1算

　て割り出される映ち速度、およひ各規則の丈施自）

　・4118問て16，500フィート［183330）s］　兵庫［1918fl］／

　511自昌］　t奇L［1922勾］、8r1㌧［1919fl］、　トし耳叉［1920η］、

　ト恕巳［1924勾］、仏　f‘〔［19174］〆／61181司　　　乍Ul碕［1924

　｛｝］／1日12時間　　1［皮自［1918イ1］／15000フィート　」“

　都［1899｛T］以LII召和fl版（1926｛Dより。

　　4時間で4，500m［16404　fps］　福刀［1924f日／5時間

　て4，600m［13415fps］　和歌山［1922f1］／5時問で22

　巻　福岡［1925fT］／5時間　イ1川［1922角］／4，600m

　　‘ミ↓±［1923｛1］、滋夕t［1919flユ　以1、‖召利1，－pqf｜」披

　（1928W）より。

　・4時間て6000m［21872　fps］　北海道L1923fl］、愛
　知［1918イr］。以L‖～拝11∫｜fl版（1930fl）より。

38　『國降1映君判刊圭判λ第30号（1929f「8月号）∫リrめ（、

39同Lただし福地悟朗は1926（昭和几）‘1に武蔵野館て

　n蜘り1者になった’1i時の，1式写の様了について「一階の小さ

　なスクリーンて、普通のスヒートの　fl∫くらいの速さてブル

　ルルルノと回す。楽1さんと、私かしゃへるなら私と、＿人

　て見るわけてす」と、」｝っている、福地悟朗「星声の娼rとし

　て」『講座日本映IIIll　1［本映画の＄延4よ（宕波書IJI、1985

　fDぐ
4011d洩67良。なお水谷1専成によれは、　Il｜くも1916（人ll　5）fl

　にはモーター付き映勺機か普及していたという「［小林問

　会傘下にあった］早稲川劇場、　友餌、帝旧館、本郷座、

　メ1込館等の映写干で色々な機械に取組みました、もちろ

　ん、これらの飽の映写機はみんなモーター川転て、昔の丁

　廻し時代を考えると多のようてした。ても特殊の場合は川

　転をゆるめたり、Illくしたりしたものてす」。水谷博成「私の

　足助・・3艮幕45付」梅叶・「紫芦，編『1映［ll｜1史↓h第　ll型集（梅‡寸

　り　　則｛、　1965｛†6月）

41尚、与川信『映画及映Ilh1劇。（人阪fひ｜1所聞イ†、1925‘D

　には次のような己述か見られる　「θ1優か始めてカメラのIlll

　に∪つと、決まつたやうに陥人るr1呉りはfL白か1｜【くなること

　てある．川【略］人力の速さは二十秒を要して撮影したもの

　を十四秒に映すのか原則で、頁際よりも少しfl「く映してもよ

　いのてある」（41～42貞）、たたし同詐の内そ｝は4fl前に出

　版された翻訳書のそれに（数値の這いこそあれ）酷似して

　いる。「始めて活動男眞に月つる者か功名心の盛んな結

　果、最も普通に犯し易いク、敗は、その動竹か速や過きると

　仏ふことてある　〔中略］現に二十秒を費して撮影した映書

　は幕上に映寓する際には十六秒位かSるてあらふ、これは

　　　自にムへは速艮を㌧1やめる結果になるのてある」「ホ

　ーマア・クロイ（梅犀II占訳）『爪動3膓眞は如何にして造ら

　る・か』（梅犀月〔11、1921《「）122～124n。また1928イ「に

　翻訳された丁引きには「今日ては五八巻以1の映書の撮

　影はみな標埠カメラ回蛸敷て撮されて居り、カノティンク

　にしても、了沽のLさにしても皆な一分間八十五沢
　［22666　fps］の速度て映男するやうに焼付けられfL　lけ

　られて居る」と書かれている。ンヨン・エフ・ハリー、イーブ

　ス・W・サーンェント（イ1川俊彦‘Jl）「？㍍蜘部怜ム研究観

　客吸引の秘11央（30）」『キ不マIIJ報』No　316（1928‘112月

　111D
42　1司書71～73∫1

43届山致【1『映’フ技術全苫』（朝rリ」書院、1950fl）2社を参

　M．川「｜柳一郎は戦時【1！に恨糸された20fpsての映ll量ll製

　f7に技術的な検討を加レcた文らζ中、「1八餉の場合には

　／ヤソターを　孔のものに代へるのて、　1四鯛の場合と

　同様てあるか、　十駒の場合には少しちらつきか多くなると

　いふ故靴を’1しる」（f万凸引川者）と述へている。川川卯

　郎「　寸四駒を固抄～する理川ありや」『映1由lflJ報．No　77

　（1〔）43《14月11D〕

44紀IH順　郎「映画コレクンヨン人門』（海椛，」‡房、1978fD

　には「フィルムスピートは、疋格がサイレント18コマ、サウ

　ント24コマ（秒）とされているか、サイレントの場合、かつて

　はほとんとの映画館が15％Ψい速度て1映していたな
　かには客の回転のため、50％もll｜めに川映していた餌もあ

　るという（フラノクホークブレティン、761）、現又に15～

　20％｝ll　l　lに映’」したほうか、画lrl｜か活気っいてくる」と，1才

　かれている（154貝）．

45皿t戊r’丁り～1」∫甘日1▲f、70∫1

461小型映画Hlgh　Teしhnlc　Sene～4ノネ機材マニュアルー

　（玄光召、1970f｝）を参昭
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